
一6

特簸擁北上山地アラカルト

北上山地の古生層を訪ねて

②横田の石炭系

田沢純一(東北大学)

わカミ国では石炭系の露出面積は大層狭い.ことに下

部石炭系のトノレネｰ統や下部ビゼｰ続の地層は少なく

それらはほぼ南部北上山地に限られる.

よこたりくぜんたかた

今回紹介する横田地域(岩手県陸前高岡市横田町)には

ありすおおだいら望にまる

下部石炭系の有住層･大平層･鬼丸層さらに上部石炭

ながいわ

系の長岩層が分布する.たかだか3km四方の狭い地

域(第1図)でこれだけの地層がみられることは素晴ら

しい反面いかにも箱庭的な日本の地質といえよう.

余談になるがこの横田地域を含む国土地理院発行の

さかり

5万分の1地形図｢盛｣で示される範囲内に南部北上

山地のシノレル系からペルム系にいたる古生層のほとんど

とびも吻

全て(上部デボン系鳶ケ森層を欠く)が収まるのである.

せたまい

横目ヨは高田(岩手県陸前高田市高岡町)と世田米(岩手県

け甘ん甘み走ひろたわん

気仙郡住田町世田米)のほぼ中間にある.高田は広田湾

おおふなとけせん

に面する町だがその両隣の湾カミ北は大船渡南は気仙

ぬま

沼といずれも大きな漁港を擁するというのにここはま

たうその様に静かである.海岸に出てみるとそこには

アカマツの林があり砂浜がひろがっている.世間米

は高田よりずっと小さな町であるがこの地方の交通の

要衝である.近辺に石炭･ペルム両系の模式地を控え

ることもあって北上山地を歩く地質屋にはなじみの所

である.この2つの町を結んで北から南へ気仙川が流

れている.アユが棲み河口ではシラウオがとれる清流

であるがそれに沿う道路(高岡ヨ街道)を高岡から北へ

向うことにする.

1.周辺の地質

たげこま

｢竹駒｣の駅前を通り過ぎて間も恋く道路の右手に

“花こう岩"の露頭がある.ここでは悪化してマサに

まいで

なっているが横田の北方舞出付近まで行けば新鮮なも

のカミみられる.これが気仙川花こう閃緑岩体の一部で

ある.河野義礼･植岡良夫両氏によればこの岩体は

黒雲母のカリウムｰアルゴン年代で112×106年という

値を示す:“本邦火成岩のK･Adating(皿)北上山地

の花闇岩類"(岩石鉱物鉱床学会誌第53巻1965).

この岩体については許成基(S･･㎎GiH･･)氏の岩

石学的研究“Pet工｡1ogyoftheKesengawagranodiorite,

Kita長a㎜iMountains,No工theastJapan"(Jour.Fac.Sci.,

Ho肱aidoUniv.,ser.4,voI.18.1978)がある.それに

よればこの道路沿いにみられるものは気仙川岩体のう

ちでも粗粒で優白質な部分である.第2図はこの許氏

の論文と斉藤靖二氏の“Geo1ogyOftheYomgerPa･

leozoicSystemoftheSouthemKit出amiMlassif,Iwate

偲敦散���慰慮∨獣�剥���������敲�

マ｡l･40.1968)からコンパイノレしたものである.それに

示される様にこの岩体は気仙川の東側にNNW･SSE

の伸長方向をもち全長30km最大幅2kmにわたっ

て露出する.

そのさらに東方にはより古い時期(後期デボン紀～初期

石炭紀先シルル紀という2つの異なる説がある)に貫入した

ひかみ

といわれる氷上花こう岩体力…露出している.北部では

両岩体の間にくさび状にペルム系の堆積岩類を原岩と

するホルンフェノレスが分布する.南部では氷上岩体

の西縁部に捕獲岩状のホルンフェノレスあるいは縞状片

第1図様固の位置･地形図

(国土地理院発行5万分の1地形図｢盛｣より改作)�
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つぽさわ

麻岩カミみられる.これは壷の沢変成岩類と呼ばれるも

ので北上山地の基盤岩の1つと考えられている.

一方気仙川を隔てて西側には石灰岩あるいは礫岩が

とよま

川沿いに露出している.礫岩は上部ペルム系登米層中

うすぎぬ

の薄衣型礫岩といわれるものである.石灰岩は石炭系

の長岩層もしくは鬼丸層のものである.これらはいず

れも気仙川岩体により接触変成を被っている.横田付

近で接触変成帯はこの岩体に沿って約1長mの幅をもつ.

これより西方には石炭･ペノレム両系の堆積岩類カミ広く

分布する.気仙川から西方へ向って手前より大平背

かのくらひづめ

斜片倉向斜目詰一気仙沼断層という大きた構造がよ

みとれる.これらの方向はいずれもNNW-SSE校い

しN-Sであり気仙川岩体の伸長方向と一致する.

しもうちの

西方はるか下内野付近には内野岩体と呼ばれる白亜紀の

“花こう岩"が露出している.

2.横田の地質

横田地域は気仙川の西側に匁る.大平背斜と呼ばれ

る南北方向の背斜構造をもって石炭系が露出している所

である.うまい具合に本地域の中央部をこの構造と直

交する形で酉から東へ流れている沢がある.これが

おつぼさわ

小坪沢(第1･3図)である.この沢を歩くことによっ

て本地域の石炭系の層序と地質構造を大づかみに捉え

溢

千

ることが出来る.

みようじんさわ

“背斜軸"の位置は小坪沢と明神沢の合流点を少し過'

ぎた辺にたる.そのやや手前にも地層の傾斜が急変す

る所があって間違えやすいがそれは小さたうねりであ

る.小坪沢の本流を歩いただけではよくわからないが

この“背斜軸"はゆるく南ヘブランジしている.

地質図(第4図)をみていただこう.軸部付近には本

地域で最も古い上部トノレネｰ続の有住層の下部層が露出

している.背斜の酉翼部では断層によって石炭系はす

ぐに断たれペノレム系の叢茱表層と登米膚が露出してい

る.しかし東翼部では有住層の上位に東方へ40㌧6び

の懐斜角をもって大平層鬼丸層長岩層が順次重なっ

ている.有住層一大平層一鬼丸層は整合一連である.

鬼丸層と長岩層の間は一麻不整合としておく.以上

本地域の石炭系の全層厚は1,720皿十と校る(第5図).

下位の2層有住層と大平層は凝灰岩･粘板岩･砂岩

あるいはそれらを原岩とするホノレンフエルスで構成され

石灰岩に乏しい.一方上位の2層鬼丸層と長岩層は

ほとんど石灰岩からたる.前にも述べた様に本地域の

東部には気仙川岩体に沿い約1km一の幅にわたって接触

変成帯カミ形成されている.すなわちその範囲から外れ

る有住層を除き他は多かれ少たかれ変成されているの

である.

化石から有住層は前期トルネｰ世大平層は後期トル

ネｰ世～前期ビゼｰ世鬼丸層は後期ビゼｰ世

つまりいずれも前期石炭紀の海成堆積物である

榊

謹十十十

十十

1議淋･工十批

･･'十十･十千十｡十｡十｡斗

下内野ム饒十十十十十十十

､十柵十｡十十十｡十

豊三三､嬉鳶!

團辮鰍雌体)㍗

第2図横田周辺の地質概略図

(HoE1978SAIT0ユ968より改作)

ことカミわかる.長岩層だけは後期石炭紀前

期バシュキｰル世～前期モスクワ世の海成堆積

物と考えられている.下部石炭系の3層から

は腕昆類と四射さんごの化石が比較的多く産す

る.本地域の畏岩層からはほとんど化石が揺

れないカミ模式地では紡錘虫やさんごの化石カミ

産する.

小坪�
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登米層(粘板岩)

登米層(礫岩)

坂本沢層(石灰岩)

坂本沢層(砂岩)

長岩層(糖状石灰岩)

長砦層(マフィックホルンフェルス)

鬼丸層(石灰岩･糖状石灰岩)

鬼丸層(粘板岩･泥質ホルンフェルス)

大平層中部～上部(砂岩･凝灰岩･ホルン

フェルス)

大平層下部(マフィックホル:■フェルス･

角礫凝灰岩･石灰質凝灰岩)

11有住層上部(粘板岩･砂岩･凝灰岩)

12有住層中部(火山礫凝灰岩)

13有住層下部(粘板岩･砂岩･醒灰岩)

14有住層･大平層(石灰岩･糖状石灰岩)

15気仙川花こう閃緑岩

16脈岩類

(Tム阯wAandKムTムYA皿A

1979より改作)

3.褐炭系

それでは横田地域の石炭系を下位のものからみていく

ことにする.

たいら

有住鰯は北酉部一帯に広く分布する.また南部の平

がいさわ

貝沢中流付近にも露出している.模式地は本地域の化

しもありす

方12kmの下有住(岩手県気仙郡住田町下有住)ナシロ沢お

しつたかざわ

よび尻高沢である.

本層中部に特徴的狂火山礫凝灰岩層があるがそれを

もって下部･中部･上部の3層に分けられる.全層厚

は440m+とみられる.

下部層(層厚120皿十)は粘板岩･砂岩･凝灰岩からな

る.化石はきわめて少放い.

中部層は約40mの厚さの安山岩質火山礫凝灰岩(第6

図)からなる.やや灰色カミかった緑色を呈するがそ

れは主として2次的に生じ･た緑泥石による.この火山

礫凝灰岩層は湊正雄氏カミ論文“岩手県気仙郡世田米地

方の下部石炭系に就て"(地質学雑誌第48巻1941)のな

かで“■層灘"とされたものである.後で述べる大平

層下部の厚い凝灰岩層(湊氏の“w層群")と共に良い鍵

層になる.

上部層(層厚280m)はさらに岩相的に2分される.

長

1岩言

層目

鬼､

丸善

層一

大

平…

層董

有毛

住三

層

蕾蔑

1銭･ll

｢二m

〉コ1妻4､

罵/轡㌦域の

粘板石または

目泥質ホルンフェルス暮祭奮模式

匿習砂岩(丁人z,wA,nd

竃陣織胤鮒蕪)

璽ヨ角礫凝灰岩

匠弱火山礫凝灰岩�



下部は砂岩･凝灰岩上部は粘板岩から在る.下部

の砂岩あるいは凝灰質砂岩には多くの腕足類化石カミ合ま

れている.主に“スピリファｰ"の仲間である.ア

ンプレクサスと呼ばれる四射さんごも目につく.うみ

つぼみのニンフェオブラストゥスが産するがわカミ国で

は珍しいものである.上部の粘板岩(第7図)からは

“プログクタス"に属する腕足類や三葉虫の化石が産す

る.

スピリファｰ･コツボェンシス(第8図ぬ･4b)は演

じゅうもんじ

正雄氏により小坪沢の``十文字階"(有住層上部の砂岩･

凝灰岩層)から産した標本をもとに記載された:“Afur

thernoteontheLowerCarboniferous壬｡ssi1softhe

KitakamiMountain1and,NoエtheastJapan"(Jour.Fac-

Sci､,Ho脳idOUniγ,se｢.4,∀01･8.1952)･本種はベル

ギｰのトノレネｰ続の示準化石スピリファｰ･トルネセ

ンシス砂{7ψブ如榊αc伽∫{5D巫K0NINcKにきわめて

よく似ている.

同じくこの砂岩･凝灰岩層から産する一風変った腕足

類にシリンゴテリス･シュウモンジエンジス(鶏8図3)

がある.図示した標本は下有住のナシ漠沢で採れた

ものでこれも湊正雄氏により記載された:;圭Oパh･

LowerCaτbonifeエ｡usfossi1softheKit荻狐ユ量Massi重ヨ

NortheastHonsyu,Japan"(伽五,voL7.!951).

殻後端の大きな三角形の間面(楯)が特徴的である.

四射さんごアンプレクサス･ニッポネンシス(策8

図1･･1b)は割合多く産する.ただし保存の良い標

本は少狂い.ほとんどが外形雌型である.本種はこ

れを記載された湊氏(M1･･…エ952前出)によればイ

ギリスの上部トルネｰ統に多くみられるアンプレクサス

･コラロイデスA妙Z3湖5c0ブαπ0肋sSow醐BYに類

似するとのことである.

小坪沢の“十文字階"から採れたうみつぼみ(第8図

2a･2b)はロバｰト･O･フェイ(Robe工tO.FムY)氏

により箒ンフェオブラストゥス｡アノソフィに同定され

た:“的サ砂加ω況鮒硲aMissi§s五pPianb1astoidfエ｡m

.Japan搬(Ok1a血｡maGeologyNotes,∀o!.21.1961).

本種はソ連邦のトノレネｰ統から報告されているものであ

る.

有住層の時代は主にこれら上記の化石により後期ト

ノレネｰ世と考えられている.

大平癩は本地域の中央部よりやや東側に右往層と

ほぼ同程度に広く分布する.小坪沢の下流から中流に

かけてが本属の模式地である.層名は大平山(標高692

m)に由来する.

本属は有住層の上位に整合的に重なる.全層厚は

δ3肺苗岩相的に下部･中部･上部に分けられる.

下部層(層厚130皿)は大半が負閃石ホルンフェルス

(第9図)からなる.原岩は安山岩質凝灰岩である.

暗緑色ないし黒色を呈し非常に硬い.基底部はやや

変成度の低い角礫凝灰岩または石灰質凝灰岩とたってい

る､以上が湊正雄氏の迂w層鮮"に相当する.

中部層(層厚320m)は砂岩･凝灰岩あるいはそれらを

原岩とするホノレンフェノレスから汰る出石灰岩または糖

状石灰岩の薄層が少なくとも8枚はさまれる.この中

部層の基底より約3海上位の凝灰質砂岩(第10図)から腕

足類化石が多産する.それらにはスギヤマエラという

四射さんごも伴われる.

上部層(屈廓0m)は泥質岩を原岩とするホノレンフエ

ルスである.紅柱石あるいは董青石の斑状変蹟が生じ

ている.最上部は石灰質となり上位の鬼丸層の石灰

岩に漸移する.

第6図有住層中部の安山岩質火山礫凝灰岩

(小坪沢支流)

第7図有住層上部の粘板岩(小坪沢中流)�
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有住層の四射さんご･うみつぼみ･腕昆類化石

1a-bアンプレクサス･ニッポネンシスA刎μ刎伽犯杉伽鮒郷麦∫OIs且IetMINAToユa横断面x6/局1b縦断面

2a-bニンフェオブラストゥス･アノソフィ"ツ刎μ伽｡"伽雲郷伽ω30力Yム醐yL冊2a上面2b側面x4/8

3シリンゴテリス･シュウモンジエンジス曲ブ初go后伽rゐ加榊事里伽刎ゐMINムT0腕殻と茎殻後部x1

4a-bスピリファｰ･コツボエンジス助加∫κ雇｡洲ろ｡醐紙鮒亙ムT04a茎殻4b腕穀×1

(1･4MINAT019522FAYユ9613MIN且Tc至9δ/より)

�干

本属の化石は従来スギヤマエラ以外には詳しく研究さ

れなかったカミ最近筆者と片山敏男は3種類の腕足類を

記載した:“LowerCarboni壬erousbエachiopodsfエ｡m

�敏�楲���瑩潮楮�������歡浩

Mountains"(ScLRep.TohoたuUniY,2ndseL,マ｡L49.

1979).シゾフォリア･レスピテｰタ(第11図2a･2b)

リピドメラの一種(第11図3･･3b)それとディメゲラ

スマの一種1)伽郷Z伽伽sp｡である.これらは小坪

沢中流における露頭(第10図)で得られたもので図示し

た標本はいずれも内形雄型である､飾肉や支持骨格の

様子がおわかりいただけると思う.後期トルネｰ■附～

前期ビゼｰ世を示す由

四射さんごスギヤマエラ･カｰボナリウム(剃咽

1･･1b)は矢部長克･湊正雄両氏により小坪沢の岳呈小

坪階"(大平層中部の砂岩･凝灰岩層)から産した標本が記

載された:“8昭伽刎αθπαωブ0ろ｡ろ｡伽ブ{㈹Y鵡Ht

MINムT0,gen.etsp.nov.ausdenunteエkarbonisch凱1

Ab1agemngendesKit出ami-Gebirges"(Japan.Jo岨�
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第9図大平層下部の負閃石ホルンフェルス(小坪沢中流)

第10図大平層中部の凝灰質砂岩(小坪沢中流)

GeOLGeo9工｡,vOL19.1944).本種は単体さんごで

径25～27mm.軸柱は明瞭であるが泡沫組織を欠く.

大隔壁は発達しているが小隔壁は未発達である出

スギヤマェラ属については加藤誠氏の研究“Note

ontheexistenceo王8〃9あ吻刎αεπωintheLowe工C鼠}

boniferousoftheC湿1ienshan,ChinhaiProvince,

China,withre皿arksonthatcora1gems"(Jour.Fac-

Sci.,Ho蛙aidoUniγ,ser.4,vol.14.1968)がある.そ

れによるとスギヤマエラ属は日本と中国の上部トルネｰ

統～下部ビゼｰ統に産出するとのことである.

腕足類四射さんごともに後期トノレネｰ世～前期ビ

ゼｰ世を示す.つまり大平層になるとビゼｰ世の要素

カミみられる様になる.

なお筆者は最近平貝沢における本属最上部のやや石灰

質荏泥質ホルンフェルス(第16図)から数種類の腕足類化

石を採集した.そのたかにキタカミテリスの一種(第

11図4)が混じっていた.キタカミテリス属は今ま

ひころいち

でに日頃市層と有住層から3種類カミ報告されているカミ

大平層からみつかったのはこれが初めてである.

鬼丸癩は本地域東部に南北に細長く分布する.

本属は大平層の上位に整合的に重荷りほぼ全体が暗

灰色のやや変成した石灰岩からなる.わずかに粘板岩

ないし泥質ホルンフェノレスの薄層をはさむ.全層厚は

250mに達する.

化石は大型化石以外は接触変成作用のために失われて

いる.四射さんごの化石カミ頼りになるがその保存状

態は良くない.ここでは世田米あるいは本属の模式地

である鬼丸(岩手県大船渡市目頃1市町鬼丸)で採集された標

本を図示することにする(第12･ユ3図).

第11図

大平層の四射さんご･腕足類化石

1a-bスギヤマ道ラ･カｰボナ

リウム8〃9如鍛刎脇1肋

6ωザろ0荊αrξω燃Y五琶遁嚢ま

MINAT01a横断面ユも縦

断面x2

2a-bシゾフォリア1レスピテｰ

タ86みあ0カゐ0ブ伽惚舳ク勅ω勿

(MA舳N)2a茎殻2b腕

殻X1

3壁一hリビ芦メラの一種

搬拍滅｡伽〃鞭.3a茎殻

3b腕殻x1

遂キタカミテリスの一種Kあω一

鋤燃脇仰ゐ鞭､蓬殻x1

(王Y五遭Eana泌I耐ム並01944

2-3TAZAWAa皿遠KATAYA皿A

1979より4原図)�
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第12図

鬼丸層のさんご化石

1ヘキサフィリア･エレガンスH伽ψ伽1腕81昭α刎YABEetSUGエYA皿ム横断面x15

2-3シフォノデンドロン･シュウトマｰチニ8φゐ｡刎｡6例み｡〃か例6o刎〃〃〃(YABEetH虹AsAKA)

2a横断面2b縦断面x8/里3群体標本x1

4ケイチョウフィルム･ヤベイK伽励｡ψ伽肋閉〃脇MエNAm横断面x1

(1YABEandSUGIYムMA19392MINムT019553MINムT019434M工NムT0ユ943より)

まず四射さんごとしてケイチョウフィノレム･ヤベイ

(第12図4)シフオノデンドロン･シュウトマｰチニ

(第12図2a-3)パレオスミリア･キタカミエンジス

p〃αθ05刎荻α脇α加刎加η3ゐMINAT0カミあげられる.

これらはいずれも後期ビゼｰ世を示す.

ケイチョウフィルム･ヤベイは湊正雄氏により世田

いぬがしら

米の犬頭山(標高554m)で採れた標本をもとに記載され

た:“Newfor血sofK脇北ん｡妙伽Z肋刎fromtheLower

�牢潮�敲�獃���浥�潮�晴���歡浩

���楮����������桵�慰慮�楴�潭攀

phyl･g･･i･･1･…id…ti･…fth･g･m･Kα棚･ψ伽Z一

"刎anditsa11iedgenera"(Jour.Sigen.Ken.,vo1.1.

1943).本種はさんご偉が径6cmにもなるみごとなも

のである.

シフォノデン/㍉ン1シュウトマｰチニは矢部長克･

潮3図

塊丸層の有孔虫化石

王アスナロアｰケディスクスの一種ん柳｡〃｡ゐ燃必6伽聾p.縦断面

砵　

妻エンドチラノプシスの一種亙〃｡挑〃伽｡が糸邸咀横断面x50

3パレオテタスチュラリアの一種肋Z伽｡加〃"微細sp､斜交断面x10

4a-bサッ吻零ノプシス･フズリナフォルミス8伽ω伽〃舳が為

ヂ刎泌伽允伽あ(M'C0Y)縦断面×5

(1-4沖村1966より)�
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早坂一郎向氏により記載された:“Pa1aeozoiccora1s

fromJapan,Kore叡andChina,III.Zo刎ゐZ4α,〃松

○砿ηoあ｡η,D抄伽ク仏y〃〃〃}andT々y∫αη砂々y〃〃〃z"(JouL

Geo1.SoαTokyo,Y0L22.1915).図(第12図2a-3)は

湊正雄氏の1943年の論文“OnsomeUpPerVisさan

cora1famafromtheCora1LimestoneoftheKit吐ami

Momtain1and,NoエtheastemHonsyu,Japan"(Jour-

Sig肌K･n一,Y0L1)と同氏のモノグラフ“J盈panese

�牢潮�敲���健�楡��愡���爬�����

H.kk.idoUniv一,｡｡｡.4,v.1.9.1955)から拝借した.

変ったさんごとして異形さんごのヘキサフィリア･エ

レガンス(第12図1)かある.本種はさんご体が径

a5㎝mほどのきわめて小さなものである.矢部長克1

杉山敏郎両氏により日頃市地域で採れた標本が記載され

た:“Disc0Ye工yo圭H6£砂伽肱αin.theLoweτCaト

boniferousofJapan"(Jour.Geo1.SoαJapan,voL46.

�㌹�

本属から産する有孔虫は沖村雄二氏によって調べられ

た:“中国地方下部石炭系の微化石層序学的研究'5(広島

大学地学研究報告第15号!966).おそらく鬼丸付近の

石灰岩から検出されたものと思われるがそれらの一部

を第13図に示す.

サッカミノプシス･フズリナフォルミス(第王3図4a

4b)アスナロアｰケディスクスの一種(第13図1)

エンドチラノプシスの一種(第13図2)それにパレオ

テクスチュラリアの一種(第13図3)である.これら

有孔虫も後期ビゼｰ世を示す.

ここで横田地域の石炭系にまつわる問題として大平

煽と鬼丸鰯の接合関係について述べる.

第15図大平層一鬼丸層境界部(小坪沢入口付近)
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第14図北上･阿武隈山地における鬼丸統とそれ以下の

地層との層序間隙

1栃窪2一関･長坂3大股

4大股沢5清永6袋沢

7舞出8小坪9高瀬

10天風11奥火の土12上有住

ユ3同頃市

(1は阿武胤五地2-13は商部北山i仙地)

(MIN基To工9雛よ聾改作)

第16図大平層一鬼丸層境界部(平貝沢下流)�
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第14図は湊正雄氏の“清水榴曲"あるいは“鬼丸統

基底における不整合"を説明するものとして有名なもの

である.この原図は同氏の1955年の論文“Zurstエati･

graphischenLucたederPエa-Onimaru-Serie(OberVis6)

inJapan"(Jour.FaαscL,HokkaidoUniγ,ser.4,vo1.9)

に載り以後多くの論文や教科書に引用されている.

湊正雄氏は1944年北上山地における古生代造山運

動の一時相として“清水榴曲"を提唱された:“Phasen-

慮���敲��牧敢楲�湧����慥潺�獣��

Aerai皿Kitaたami-Gebirge(nord-dst1ischesHonsyu,

J･P･n)"(J･P･1J･u･.G･･1.G･･g･､,v.1.19).それを裏

づける証拠の一つとしてあげられそもそもの発端とな

ったものが小坪沢入口付近における大平層一鬼丸層境

界部の露頭の観察(湊1941前出)である様に思われる.

その露頭(第15図)をみて湊氏は両者間が不整合である

とされた.しかし筆者のみるところそれは断層であ

る.そこでは鬼丸層の石灰岩に接して約20cInの厚さ

の石墨が形成されておりさらに大平層の泥質ホルンフ

ェルスとの間には約8mの幅をもって勢岩の岩脈が貫入

している.この野岩はひどく破砕されている.断層

面はN6ぴW30“と計測される.

一方小坪沢の南の平貝沢では大平層の上位に鬼丸

層カミ整合的に重なっているのが観察される.沢の入口

から120mほど入った地点の露頭(第16図)においてであ

る.そこではN5.E52叩という走向優斜をもって

大平層のやや石灰質た泥質ホルンフェルスが鬼丸層のや

や変成した暗灰色石灰岩に漸移しているのである.

以上横田地域では大平層一鬼丸層間は整合とみられ

る.

第18図ケエテｰテス･ナガイワエンジスC肋召械ω伽gα伽伽郷ゐ

MINAT0a縦断面b横断面×5

(MINムT0andKAT01974より)

錦i7図

凝娯層の石灰岩(小坪沢入口)�
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第19図長岩層の紡錘虫化石

1a-bエオスタフェラ･ウルトラギガンテア五05〃痂θ伽刎伽硲な伽加αKo趾YAsHI

2a-bシュウドスタフェラ･アンティグアア∫例603〃痂3〃σ"〃勿刎ω(DUTK皿エTcH)

3a-bシュウドスタフェラ･ヤポニカPs舳ゐ∫まψε〃αゴ砂｡肌如αK0BAYAs皿3a

4プロフズリネラの一種Pro!洲刎伽8肋sp.縦断面×30

(1-4Ko趾YAsH11973より)

擁､

誰鹸

1a縦断面1b横断面×60

2a縦断面2b横断面×40

縦断面3b横断面×30

長岩層は本地域東端にこれも鬼丸層と同様に南北

に細長く分布する.下位の鬼丸層との接合関係はよく

わから校い.ここでは一応パラコンフォｰミティｰと

しておく.

本属は白色ないし灰白色の糖状石灰岩からなる.凝

灰岩を原岩とするホルンフェルスの薄層がわずかにみら

れる.全層厚は500m+である.

化石は接触変成作用によりほとんど残されていない.

小坪沢入口の露頭(第17図)でケェテｰテスがみつかった

だけである一ここでは変成を免れた他地域の長岩層か

ら得られた標本を図示することにする(第18･19図).

かみありす

第18図は横田の北方15kmの上有住(岩手県気仙郡住

よも雪ばた

田町上有住)蓬畑沢で採れたケエテｰテス･ナガイワエ

ンジスの薄片標本である.湊正雄･加藤誠両氏の

“UpperCarboniferouscora1sfromtheNagaiwaSeエies,

SouthefnKit出amiMountains,N-E一加pan"(Jo肌

F｡αS.L,H.kkaid.Univ.,｡eL4,平｡1.16.1974)から拝借

した.ケエテｰテスは以前床板さんごと考えられてい

たが今日それを硬骨海綿とする見解が定着しつつある.

小林文夫氏は模式地長岩(砦李媒大船渡制噸郁廠岩)

の本鰯から多くの紡錘虫を記載された1叩蝸u脇互ぬ◎f

the脇細欄狂◎エ醐色i㎝㍗丁臓棚｡P概､閉㈱斌曲S･｡咀

J･p･n苗N田S正主n･.92茱!973).それによると本属は下部

のミレレラ帯と上部のプロフズリネラ帯に分けられる.

ミレレラ帯からエオスタフェラ･ウノレドラギガンテア

(第19図1a･1b)シュウドスタフェラ･アンティグア

(第19図2a･2b)カミ産する.プロフズリネラ帯からは

シュウドスタフェラ･ヤポニカ(第19図3a･3b)プロフ

ズリネラの一種(第19図4)が産する.もし横田地域

の長岩層も変成されてい在ければ同様の紡錘虫化石が

含まれているはずである.

紡錘虫は前期バシュキｰル世～前期モスクワ世を示す.

湊･加藤両氏(M･･蛆｡･ndK蛆01974前出)のさんご化

石の研究からも同様の結論炉得られている.いずれに

せよナムｰノレ世時にその初期の堆積物を欠くとみられ

る.すなわち鬼丸層と本属との間には時間的間隙があ

るというのが現在の定説である.

以上で横田の石炭系についての紹介を終る.

動

(新)(旧)

総務都筑波管理事務所長
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